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m1 : 主系の質量 
k1 : 主系のばね定数 
c1 : 主系の粘性減衰係数 
m2 : 補助系の質量 
k2 : 補助系のばね定数 
c2 : 補助系の粘性減衰係数 
μ = m2 /m1 : 補助系質量と主系質量の比 
ω1 = √k1 /m1 : 主系の固有円振動数 
ω2 = √k2 /m2 : 補助系の固有円振動数 
ζ1 =  c1 /2√m1k1 : 主系の減衰比 
ζ2 =  c2 /2√m2k2 : 補助系の減衰比 
X1, V1, A1 : 主系の振動変位，速度，加速度 
X2, V2, A2 : 補助系の振動変位，速度，加速度 
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ζ2 として，コンプライアンス X1/F0 が数値計算により得られる． 
次に，X1/F0 の最大値が最小になるように，未定パラメータω2 
及びζ2 を定めた． 計算ソフトは，EXCELである． 
 
３．数値計算結果（コンプライアンス） 
３．１ 主系の粘性減衰係数c1 がゼロの場合 
ω1= 1.0，μ= 0.1，ζ1= 0 の場合について数値計算した． 
有効数字5桁までトライアンドエラーを繰り返し，次の最適パラ
メータを得た． 
ω2 /ω1= 0.90916 (3) 
ζ2 =0.18459 (4) 
一方，理論式(1)からは，次の固有円振動数比の最適値を得る． 














































３．２ 主系の粘性減衰係数c1 がゼロではない場合 
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